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その3

会誌の役割，会誌を超えて学会はどこに向かう
のか？　紙からデジタルへと転換する時代に学
会誌はどうあるべきか，編集長時代コロナ禍に
よる予測不能な事態に直面し，対応策や学会活
動の可視化の重要性を考える時期に遭遇したこ
とで，学会としての役割を見つめ直し，次世代
の研究者や技術者を支援するための新たなアプ
ローチが提案されています．特に国内学会の存
在意義はどこにあるのかを考えている方への参
考となる内容．

発信方法を変える
　会誌編集長になって，そもそも何のための会誌

だったけ？というところに立ち返って，会誌の機能

をメタに見たときに，アウトプットを紙に印刷した

雑誌として見たらだめだなと．日本語で議論できる，

もしくは学ぶことのできるメディアだというところ

から入っていったとき，それに適切な方法，今ある

技術でどういうことができるか，より若い人にも訴

求できるような方法ということを考えたとき，結果

としてソーシャルメディアとか noteとかの媒体が

出てきました．それは DXをやるんだ，というほ

どのものではなく，手段として会誌のデジタル化が

出てきたという感じです．

　私の専門の話になりますが，私は VRの研究をし

ているわけですが，何でもバーチャルでやればよい

というのは乱暴すぎて，むしろ VR研究者の得意能

力は何かというと，いかにフィジカルとデジタルの

組合せを考えるかという，その匙加減こそが VR研

究者のセンスなんです．VRの研究を始めたばかり

の人，作品を作り始めたばかりの人は，何でもバー

チャルでやりたがる．バーチャル天丼とか，バー

チャルピクニックとか．それは実際に天丼食べたり

ピクニックに行った方がよいわけです．そうではな

くて，フィジカルでは不可能なことや，フィジカル

とデジタルで最大限の相乗効果が出せるシナリオを

探る．最初は何でもバーチャルにしようとしても慣

れてくるとだんだんバランスを取れるようになって

きます．デジタル化とデジタルトランスフォーメー

ション（DX）の違いは，何でもデジタルではなく，

学会活動の広がり
Jr.Jr.基

専
応
般

インタビュー
東京大学 先端科学技術研究センター 身体情報学分野 教授・博士（工学）

（一社）情報処理学会 理事・フェロー／情報処理学会誌『情報処理』 前編集長　稲見昌彦 氏

文構成　加藤由花（東京女子大学）

　稲見昌彦氏に情報処理学会誌の前編集長として行った変革や学会に対する思いをお聞きし，その中から 3 つのトピックを選び

note に連載します．今回はその第 3 回目となります．

※なお，本記事は「DX で学会誌の外への繋がりを拡大」というタイトルで Web（https://www.powerweb.co.jp/knowledge/

columnlist/interview-28/）に掲載したインタビューの際，掲載しなかった内容を番外編としてまとめました．

〜連載のタイトルは以下〜
1．国内学会の存在意義とは　　2．学会運営：学会をどう運営していくべきなのか？　　3．学会活動の広がり

https://www.powerweb.co.jp/knowledge/columnlist/interview-28/
https://www.powerweb.co.jp/knowledge/columnlist/interview-28/


153その 3　学会活動の広がり　その 3　学会活動の広がり　情報処理 Vol.65 No.3 Mar. 2024情報処理 Vol.65 No.3 Mar. 2024その 3　学会活動の広がり　情報処理 Vol.65 No.3 Mar. 2024

そういう匙加減とデジタルを前提とした新たな仕組

みの立案がポイントなんです．

　一方で，学会誌の物理的な媒体としての紙を大分

減らすことになり，それに失望する方も出るだろう

ということはある程度想定していました．一応想定

内ではありましたが，申し訳ないという気持ちはあ

りました．あとやはり，紙ならではの強みはありま

す．物理は強い．さきほどの遠隔が負けるというの

と同じで，目の前に物質としての雑誌の強烈な存在

感があるからこそ，別に雑誌を読むつもりで歩いて

いたわけでなかったとしても，目に留まればふと手

に取ることもあります．研究室や図書館の書架に本

誌がおいてあれば，何気なく読んでいただく機会が

ある．それがわざわざオンラインの記事を読みにい

かなきゃいけなくなると，どうしても意識していな

いと読まなくなってしまう．受動的に学会誌という

コンテンツに触れられるような仕組みをどう作るの

かが課題です．それが，今後の DXのサービスで

言われている物理情報の動線ですね．たとえばポケ

モン Goがうまくいっているのはその動線ができて

いるからです．では，従来の大学図書館において物

理情報の動線が現代的な視点でしっかりできている

かというと，必ずしもうまくいっているようには見

えない．たとえばメタバース図書館やバーチャルビ

ブリオプラザなどが 1つのきっかけになるかもしれ

ない．それができれば業務のデジタル化もより円滑

に進むんじゃないかと思います．私も今，現職の大

学事務とか研究所とか図書館の DXとか，いろい

ろと議論しているところです．

想定外は創造のチャンス
　私が編集長のときに想定外のことが起きました．

コロナ禍です．想定外すぎて，その中でどうしよう

かと当初はただ茫然としていました．特集企画のア

イディア出しをしていた有志参加のアフターの飲み

会がなくなって，対面の全国大会もなくなってしま

いました．大会ではグッズを売っていたり，技術書

典に出店して会誌の別刷を売ったりしていたので．

編集委員の皆さんのモチベーションをいかに維持し

つつ魅力的な特集を出していくかという，どちらか

と言うと，コロナ禍により失ってしまった求心力や

モチベーションをいかに戻すかというところが，ま

ず意識していたところです．ポコポコ出てくる課題

のモグラたたき的でしたが．逆に，じゃあ情報処理

学会は，そのような状況の中でオンライン社会を

先導していかなくてどうする，という思いもあっ

て，それがあの『IPSJバーチャルホール』（https://

www.ipsj.or.jp/magazine/IPSJVirtualHall.html）

を作ろうみたいな話になりました．これは私の

本務先で学生たちが立ち上げた『バーチャル東

大』（https://vr.u-tokyo.ac.jp/virtualUT/）をヒ

ントとし，バーチャル東大チームと，Enhance 

Experience Inc.と，本誌編集委員会による共同プ

ロジェクトで，バーチャルでクールなプレゼンの場

のプラットフォームを提供するものです．社会の中

で，情報処理学会が情報技術を活用して創造的に課

題解決を行い，今までの物理世界以上に面白いこと

をやっていく事例を示していくのも，学会としての

役割かなというふうに思って取り組みました．それ

が多分私が編集長として五十嵐現編集長にご協力い

ただきながら行った最後に近い仕事だと思いますが，

そこを何とか立ち上げることができました．

　あと，60周年記念のために中田副編集長が中心

になって，一般向けの用語集（https://ipsj-catalog.

jp/）を作ったりしました．ちょうどタイミングが

60周年記念だったので，編集委員会として特別な

企画を行い，結果的に多くのことが変わりました．

ただ，それは私 1人ではできなくて，編集委員の

皆様のご尽力の賜物です．最初に話したボランティ

ア精神に立ち返って，前任者からお願いされて委員

を引き継いだからやるのではなくて，会誌に熱意を

持ってやっていただける方を推薦してください，と

いうことをお願いできるように，委員推薦指針を新

たに作成し，会誌編集委員の心得みたいなものも編
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集委員の欅さん（現副編集長）と一緒に作成しまし

た．それで，結果的に私 1人ではできないようなこ

とが，コミュニティの力でできるようになっていき

ました．

人に焦点をあてる
　編集委員のモチベーションをいかに上げるかは編

集長の大きな仕事です．それは研究室の日常でも同

じです．そういう意味では，楽しんでいるところを

どう見せるか，楽しんでいる背中をうまく伝えるよ

うな記事を増やしていくとよいのかもしれません．

たとえば，もっと人に焦点をあててみるとか．今の

会誌では，人に焦点をあてている記事は一番最初の

巻頭コラムくらいしかありません．研究者としては，

私がすごく研究を面白がっている背中を学生に見せ

る．私の場合ほっといてもそうなっちゃっていますけ

ど．研究室の規模が大きくなりたくさん学生がいる

と，正面向かって学生と個別にしっかり話す時間を

確保するのはなかなかできませんが，なんか稲見先

生は楽しそうにやっている，もしくは学生がかかわっ

た研究の話を楽しそうに聞いてくれるというのを見

せるのは，人が増えたとしてもたぶんできることで

す．そういうような理由で，今後は楽しそうに活躍

する研究者・技術者・学生に焦点をあてた記事が増

えるとよいと思います．もちろん楽しい話だけでな

く，失敗談や苦労話もあっていい．楽しさもつらさ

も分かち合えるコミュニティであってほしい．それ

はたぶん，私が編集長時代に積み残した，当時はそ

こまで意識できていなかったテーマだと思います．

会誌を超えて
　そうこうしているうちに，2022年度から，学会の

企画担当理事になりました．学会全体のアクティビ

ティに対する企画を行っていく役割です．会誌はそ

のうちの 1つで，ほかにも全国大会があったり，セ

ミナーがあったり，さらなる企画を期待されていま

す．そういう中で，先ほど述べた人の背中じゃない

ですけど，理事の活動を理事会の外にも可視化する

ことが大切だなと思うようになりました．いったい

理事は何を考えいるのか．現在では，200字程度の

理事の施策方式やWeb上の「理事からのメッセージ」

という記事くらいしかありません．じゃあ，実際の

ところどういうことを考えてやってきたかというの

はなかなか見えていないので，会誌と連携しながら，

また学会のWebとか，広報広聴委員会と連携しな

がら出せるようにしていきたいと考えています．透

明性とか可視化というのは，組織に対してかかわり

を持ってもらう人を増やすためにはすごい大切です．

私がなぜ IPSJ-ONEまでは具体的に情報処理学会と

のかかわりを持たなかったのかというと，たぶんそ

こら辺が見えていなかったからだと思うのです．

　情報処理学会が広報広聴を始めてくれたおかげで，

最近は勤務先の先端研でも広報・情報室長となって，

広報だけでなく広聴も大切だと偉そうに言っていま

す．学会でうまくいっていることは各組織に展開す

るべきだし，逆に各組織でうまくいっていることは

学会に展開すべきです．私が IPSJ-ONEでやった

ことも，全然別のことをうまく活かしたり，編集長

業務に研究室業務をうまく活かしたのと同じような

ところがあります．多分それはまた，いろいろなバッ

クグランドの人たちがいるからこそできることなの

だと思います．会誌，学会をハブとして情報処理コ

ミュニティが広がっていくことを願っています．
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 （2023年 11月 15日 note公開）
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